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このたびはシュミット Live をご利用いただき誠にありがとうございます 
ご使用前に以下の点検を実施しご使用くださいますようお願い申し上げます 
１． テストアンビルによる精度確認 
２． 測定モードの選択および動作チェック 
３． 測定結果の確認 
４．R2=Comp.Str の場合 
 
１． テストアンビルによる精度確認 

リバウンドハンマー（シュミットハンマー）をご使用する前に必ずリバウンドハンマーの販売元が
指定するテストアンビルで精度を確認してご使用ください 
確認方法 
① テストアンビルの基準値±2以内かどうか確認 

  ※基準値はテストアンビルの検定書で確認できます 
※アンビルは 13kg以上(JIS A 1155 による)のものを 
 ご使用ください 

 
                            TA-FN       検定風景 

２．測定モードの選択および動作チェック 
コンクリートの強度推定方法には幾つか種類があり、発注者や工事の種類によって使用する推定式
が違います。がここでは最も一般的な JSCEによる強度推定および試打方法について説明します。 
  
① 取説 P.XX を参考に JSCEモードに設定 
② 試打できるコンクリート部で 20 回の試打を実施し 

プリントアウト 
③ R2＞Comp.Strであることを確認 

 
３．測定結果の確認 

実際の現場で使用しプリントアウトした際にも必ず 
黄色帯部の数値をご確認ください 

  R2＞Comp.Strの場合、そのままご使用ください 
                                  プリントアウト例 
４．R2=Comp.Str の場合 
  不具合が発生している可能性があるため、そのまま使用せず、下記換算式にて換算してください 

JSCE(土木学会)式…〈1.27(R1＋R2)-18〉×α(材齢補正係数：28日の場合は 1.0) 
 
 
 

Average :  
Max :    
Min :    
Std.Dev :  
JSCE-G504 
Valid :   
Invalid :  
R0 :    
R1 :    
R2 :    
Age :    
Comp.Str :  

35.8 
36 
35 
0.4 
 
20 
0 
35.8 
+0 
38.5 
28d 
30.9 N/mm2 

※別途、自動計算エクセルシート参照 

Comp.Str（推定圧縮強度）の自動計算シートをご用意しました。

以下 URL からファイルをダウンロードし使用してください。 

URL：https://fts-ltd.jp/downloads/schmidt-sheet.xlsx 

 

https://fts-ltd.jp/downloads/schmidt-sheet.xlsx

